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白津寛子
1. はじめに
間需林外史Jは、当時の標準語的口語のひとつである、下江官話を基礎に書
かれている。そして、その上に江南地方の方言がかなり取り入れられており、
こうした点において、『儒林外史』は、語学的研究資料としてfl剖査が高いとい
える O 本稿は、『儒林外史Jのはらむ語法的問題を解明する端緒として、 f抱j
を取り上げる。この「把Jの用例には、多種多様なもの認められるが、本稿で
は、次の 3つの用法を中心にして述べる。 (1)
• I概数を表す用法。
-介詞としての用法。
-兼語式に使われる用法。
2. r把jの用法
2-1.概数を表す用法
概数を表す弓古Jには、数認の後に続くものと量認の後に続くものとの 2通
りがある。
まず、数諮の後に綬品、て概数を表す「把」の用-f7tiを挙げる。
① 伯不一年要尋千把保子〈第2回〉
② 包{伝送千把宅良子手部牟来(第31回〉
③ 中山王飛車友了IL百兵，有千把校火把〈第35密〉
T儲林外史』における、この「把jの用例jは、「千jの後にしか続かず、他の
数詞はとらなし、。そして、この「千把Jは「千ほどJと訳し出せるが、千以上
の数にはならなし、(2)。また、例③の「火把」以外は、「銀子Jvこしか使われて
いなかった。
次に、愛認の後に続く「把Jの僚jを挙げていくことにする。
④忙了↑抱月〈第3回〉
⑤錫起有丈把高〈第10回〉
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⑥ 渚嘉夫i争称了商担保子姶他[1女着羽:算〈第291il)
⑦ 部吉甫道「像老人家図打述年j'B官司J(第111il)
1/トJ1丈J1両Jとし、った量認が先にあり、その後ろに「把Jがきている。
量詞の後に続く「把Jの場合、これから後に挙げる例を含めて、全て、量詞の
前には I~J が省略されており、具体的な数が明示されることはなし、(3)。例③
から⑦の「把」は、 I~余り J といった意味であると考えられる (4)。たとえば、
例④なら「一ヶ月余りム例⑤なら「一丈余りの高さJといった意味になろう。
特に、例⑦の場合、この用例に先立つ第9回に、
部吉甫道 1"'-'。市今己在1盗塁特有一年半了。J(第9lill)
という記述があり、この「伝老人家Jなる人物が、監獄に人っていたのが、一
年半であることがはっきりしている O したがって、例⑦は、「あなたが、この
一年余り、捕まっていたからですよjと解釈できるのである(5)。
しかし、この 1"'余りJとしづ解釈が、全ての用例にあてはまるわけで、はな
し、。
③ 道「伝f司我借金援，我一天系ーノト猪述嫌不得銭担保子J(第3沼〉
⑨ 渚蒼天申称出桟把銀子，托季倍逸出去!k沼菜〈第28毘〉
⑮ 夏怠甲道 I~。那得功夫来着多里よさ条把灯?J (第2沼〉
例③では、胡屠戸が、娘婿で万年童生の沼進に、郷試を受けにし、く旅費を無心
されて、 f俺は、日に一頭豚を殺しても、ほんの少ししか儲けられやしないん
だぞJと怒っている O 例③は、誇葛天申が酒の肴を買うために、「ほんの少し
銀をはかり出した」場窟である O こうして考えてくると、この 2OUの「銭把宅良
子jが、 f一銭余りの銀Jとは解釈できないことが分かるO 次の例⑬も、「この
たった一本ばかりの竜灯を田舎に見に来る駁がどこにあるっていうんだjと解
釈できる O つまり、これらの用例には、「ほんのJ1たったJといった、極めて
少ない量を意味するニュアンスが含まれているのである。
このように、量詞の後に続く「把Jには、 1"'-'余りJと解釈できる場合と、
「ほんのJ1たったjといったニュアンスを含む場合とがある。しかし、こうし
たニュアンスを全く含まない用例も存在する。
⑬ j弓道「我i己得伝家老太太i亥在迭年把正七十57J (第25回〉
⑫ 黄客人替他芙了一]頁方巾，添了件:J=E衣服，一双靴〈第23回〉
察錦熊氏の論文(めでは、例⑪を取り上げて、「此指吋期Jと説明している。
つまり、この「把」は、乃さ(ー〉年Jとしづ時期を、時間的なはばをもたせ
て表現するとしづ役割を果たしているのであって、 I~余り J あるいは「ほん
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のJIたった」といった、ニュアンスは含んでいない。よって、この用例は「お
たくの奥様は今年あたり、ちょうど70歳でしたねJと解釈することができる(7)。
次の例⑫では、黄客人は、身ぐるみ剥がれた男に、好意で「件把衣服Jを箕
いたしてやっている。この「把Jに「ほんのJ「たったJといった、震として
緩めて少ないというニュアンスをあてることは適当でなし、。また、この用例は
r，._，余りJとしても解釈できなし、。先に挙げた④から⑦の例の場合は、「把Jの
前の量約が、高さや重さ、時間を表しており、半端な数量をとることが可能で
あった。しかし、例⑫の「衣服」の場合は、半端な数量をとることはできず、
④から⑦の例と向ーには扱えない。したがって、この例を敢えて解するなら
「寅さんは、彼のために方市を買い、それに、 1、2着の服と靴までたしてく
れたj となる(8)。
半端な数量をとれないという点については、例j⑬)の「灯Jと例⑫の f衣服J
は!司じものである O ところが、例⑮には「たった(一本)Jとしづ解釈をあて、
例⑮には「工、 2着Jとし寸解釈をあてざるをえなし、。量詞の後に続く、同じ
「把Jでありながら、場合に応じて解釈を変えなくてはならないとは、おかし
なことであるO
この矛震を、逆に考えると、こうした解釈やニュアンスといったものは文脈
あるいは金調から、解釈し分けられるにすぎないものであるといえるO 領j⑦の
「述年記Jは、「一年半Jをさしていることが先にわかっているから、「この一
年余ヲJと解釈できるのである O 例③と⑨?こ「ほんのj というニュアンスが生
じるのは、門員子jのとる重さの単位として、霊訪「銭jが最少であることと
無関係ではない。こうした文脈や最認にとらわれることなし f把j本来の役
割だけをつきつめていくと、それは，何のニュアンスも含まない例@と⑫にお
いて、明かになっているO
1JU③の「迭年把Jは、「述〈ー〉年」を、時間的な余絡をもたせて表現して
いる。例舎の「件把衣服Jは、「一件衣服Jと言い切らずに、 f把jを置くこと
によって、やはり余裕をもった表現をしている。つまり、「把」本来の役割と
は、具体的な数量をはっきり指し示さずに、おおまかにとらえて、余裕をもた
せて表現する、ということに帰納できるのであるO 何のニュアンスも含まない
からこそ、こうした「把J本来の役割が、はっきり見えてくるのであるO 余裕
をもたせて表現することが主眼であるからこそ、半端な数量のとれなしイ衣服」
といったものにも、「把Jがつくことができるのだともいえる O すなわち、ど
のように解釈できる場合にも、そして、どんな量詞に続く場合にも、「把j本
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来の役割に変化はないのであるo(9) 
2-2.介詞としての用法
円巴Jの介詩としての用法には、処置式で、賓語を動認の前にもってくる用法
と、方法や手段などを提示する用法の2通りがある。
まず、処置式としての用法には、 u1需林外史』と現在とで、変わるところはな
い。しかし、引需林外史』におし、て、処置式に用いられる介認は「把jだけで
はない。「将Jと「牟」の2語も、円巴Jと同様に処鐙式に)q3し、られている。
『儒林外史Jとほぼ同時期に成立した『紅楼夢』では、「把jは会話文に、
「将Jは地の文に、と区別して使用されている。 明らかに口語と文言の、それ
ぞれ読者に与える印象や効果を考慮して、かなり意識的に「把Jと「将Jの使
い分けを行っている持。ところが、『儒林外史Jにおいては両者は殆ど区別な
く用いられているO
① 拐執中道 r~。如今我去!句他滋，把他交与差人J (第13回〉
② j蒔知芸急了，滋道「也嬰p 我iさ竪差w3↑街役f~逮夫人解剖紹子(第24
回〉
③ 牛浦晃{在約余人把行李搬上了結(第22回〉
④ i巧/ト解役把牛妨妨解往紹子ミ去了(第24函〉
⑤ 蓬太守道 r~，何不就j宣伝N来線子送他j孟費oJ (第8@)
⑥ 按擦{吏道「我如今jきよさ些縁故写一↑羽子J(第24回〉
⑦ 査一小小銃包遂与宣成。(第111m)
③ 叫入銀去笠箱子取来援了。(第14回〉
このように、 F儒林外史』においては、「把jも「将Jも、会話文、 j患の文の両
方に使用されており、混在していて、口語と文言の差異は殆ど意識されていな
いといえるのであるω。
そして、処置式にはもう一つ、[子E1Jの代わりに、「牟Jが介詞として使用さ
れている。これは、江南方言の特色であるという持。
⑨ 日免荷重些牛肉， 白酒与他吃了。(第12由〉
⑮ 槌却金二十両銀子送与匿J哲人，叫他常在寓失b倣盆費。(第羽田〉
⑬ 侃老参釆了，吃辻茶点心，全迭示器修ネト。(第25自〉
この「牟Jは、「もつJとしう意味の動認であって介認ではなし¥とみなすこ
ともできる。しかし、ほぼ同じ形をとる「把Jの用例とひき比べてみると、こ
の「牟」が処置式の介認として使われていることが分かる。
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@ 老和尚道「佑〈既然次警p 蒋念JL肘我把防本協:与fJ¥蒲J(第21回〉
(⑬ 金先生道 rr-.J。我抱対}夜道与他。J(第28lQl)
⑬ 飽文郷図釆和洋家滋下，担朱器者目指抹浄了。〈第25屈〉
そして、さらに、「牟」が処霞式の介詞として用いられていることを裏付ける
例として、次のようなテキスト簡の書換えも存在する。
⑬ 太公~悦道「那iヨ再初堂盟彼此争i:合，他党翠我打起来J(第16@)
⑩ 夏忌Efヨ~道「把我的学芸存在后題槽上， 卸了鞍子， 特些革鰻的協惚的。」
(第2国〉
例⑬では、 rl宇一本Jが「把Jを「牟Jに、そして、例⑬では、「増補斉本Jが
「格Jをやはり「傘Jに書き換えている。これは、「増補斉本Jr申一本J各本
の編者も、この「牟Jを「把Ji将Jと向じだとみていることを示している。
さて、 nEUにしても「将J特にしても、介詞としての用法は、「手に接りも
っJという動詞としての意味が、はっきりとした動作に限られず、広く用いら
れるようになって、生まれたものであるMoそして、「牟Jという語にも、「も
つj としづ動認の意味が強くあるからこそ、「将jや「把j と緊密なつながり
をみせ、処置式の介認として、同様に用いられるようになったといえる O すな
わち、 f傘Jが、処置式の介認として用いられるのは、結局「手の動作一-1lも
つJとしづ意味をもったものが選ばれj持たのだといえるのである O
そして、この「将Ji抱jf牟Jの3語は、動認の「もつ」とし、う意味で、緊
密につながることによって、方法や手段を提示する介詞としても、間様に用い
られてし品。以下、 f穣林外史J中の、方法や手段を提示する用例を示す。
@ 語家抱短子設了船(第9回〉
@ 忙者道築上，把剰得1l稜線-g;了一只猪捺家来媛着，娩上1ヲ太公吃。〈第16
回〉
⑫ 詩人格禅i子排去ヨニ2定着了。〈第48回〉
@ 又将自己主主費実了一割呑紙牲礼〈第48回〉
@ 老和尚道 f~，人家牟大伎涜先生教子弟J(第21回〉
このような内むや「将Jの用法は、現在でも北京語以外のその他の方言で
は、伎われることもあるとしづ陣。そして、下江官話を基礎として書かれた
f儒林外史Jには、この用法が存在するのである。
2-3.兼語式に使われる用法
兼諸式は、一般に íll姶~ (与〉十人÷動詞j という形をとるo I儒林外史J
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においても、多くは「姶Jと「与Jが使われている。
① 当日吉甫叫他的jし子部二来着，也盆他見見j←大。(第11@)
② 牛浦道 1"-'述是坐著関老苓打弼作揖的好，迩是捧茶盆老苓吃，定借路，
惹老苓笑的好。J(第22回〉
③ 季事務指着対政主他着〈第28回〉
④ 杜慎~l道 1'-"""，述奴オ好潜， iか亥些潜主他吃J(第31@)
上記の例のように、「姶Jも「与Jも、ともに会話文、地の文の両方に用いら
れており、やはり、混在しているといった使用状況である。しかし、町需林外
史Jにおける「姶jの使用度は余り高くない。一回にせいぜい 1'--""4例程度、
多くて10例、全く使われない回もある材。そして、「会合Jだけに限っていうと、
その用例の 8 割強が会話文に出現している。拐らかに作者は、 I-~合J が I~J
に比べて、口語的であることを意識して、会話文に集中させているのであるO
これは、先述の介詞としての用法における「把Jと「将jが、 jコ語と文言の差
異を意識されることなく、用いられていたのとは異なる。
さて、「把Jについても、以下のように、「給J1与Jとほぼ同じ用法がみら
れる。締
⑤ 越氏道「況地又心慈，見那些努来戚，自己吃不成，也要把人吃，穿不j文
的，也要把人穿。J(第5回〉
⑤ 差人道 1，--..."我又不要伝十両五九没来由把ヌft題iヨ把命、倣笠、的cJ(第14
回〉
⑦ 季三書斎道 1，--..."萄年伯就送了我ー 百二十煎保子，又把我在j瓦掛i管共税J
〈第28回〉
このうち、例⑤の「把jは、 2例とも「増補斉本Jが、例⑤は「申一本j と
「申二本」が、それぞれ「与jに書き換えている。このテキスト掲の異同から
も、これらの「把」が「拾J1与」と同じであり、 1"'-'させるJという使役的な
意味で使われていることがはっきりする O しかも、こういった「すむは、いづ
れも会話文に出現しているO
このような内むの使い方は、下江宮誌の特徴であるという件。そして、こ
れらの用例が会話文に集中していることから、この「抱Jvこは、「姶Jや「与」
では、表しきれないニュアンスが託されている可能性がある。
まず、例⑤のセリブの主は、厳致和という監生の妾である。死んだ本妻の人
柄の良さを、主人に一生懸命分からせようとしている所である O この安、重病
の本妻が死ねば、自分が本妻になれることに気付かない、ちょっと間の抜けた
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女である。例⑥は、当代純一の選文家・馬二先生を恐喝する、小使いのセリフ
である。この二人に共通していえることは、一様に教養や社会的地位の低い人
間だということである。つまり、この「把Jは、余り品の良くない言葉遊いで
あると考えられる O さて、次の、例⑦のセリフの主の季葦粛は秀才であり、教
養も社会的地位も高い人間で、はある。しかし、実際には、「私たち風流入は、
才子佳人にめぐりあいさえすれば、女房が一人だろうと二人だろうと、おかし
くはないのですJといってはばからないような男である O 季葦競のセリフに
円引を使ったのは、風流入を気取っているこの秀才が、実は薄っぺらな人間
であることを知らしめるための、皮肉な使い方なのである。 逆にいえば、この
内引をわざわざ「与Jに書換えた「増補斉本Jr申一本Jr申二本Jの各本は、
「把Jが演出する、教養の低さや品の無さなどの様子をも、同時に奪ってしま
ったことになるのである持。
3. まとめ
さて、今まで『儲林外史3における「把Jについて、概数を表す用法、介認
としての用法、兼語式に使われる用法の 3つに関して述べてきた。まず，概数
を表す「把jは、具体的な数量等をはっきり指し示さず、おおまかにとらえて、
余裕をもたせて表現する役割を果たしていることが拐かとなった。次の介認と
しての用法には、処置式と方法や手段を表す用法の 2通りがあり、 f把jと向
様の働きをもっ、「将Jr傘jの2語が存在したO それは、これら 3語がともに
fもつjという動詞の意味を強くもってし、て、緊密に結び付いているためであ
るO また、兼認式に使われる「抱Jは、会話文に出現した。それは、 f与J~こ
比べてより口語的な「姶jが、会話文に集中するのと同様である。そして、こ
れら 3つの用法は、諸テキスト間の文字の異向からも、確認することができる
のである。
注
(1) 主に、誇テキスト関の文字の異同を調査し、用例を広く採集することよって、その
窓味を考察していく。まず、底本には最も信頼に足る「母、関草堂本J(人民文学出版
社影印 1977年〉を用いた。テキストの比較には、『鐸林外史会校会評本j(李漢秩氏
輯校上海古籍出版社 1984年〉の校勘表と、『国学基本叢書J(王雲五氏主続台湾
商務印書館 中華民国57年〉、『増補斉省堂儒林外史JC中国書m影印 1988年〉を用い
た。本稿中の、「申報館第二次排印本J(簡称:1申二本J)はf留学基本叢書2に、「上
海鴻宝斎増補斉省堂本J(簡称 :1増補斉本J)は『増補斉省堂穣林外史3にあたる。
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また、 Wf'需林外史会校会評本』からは、「申報館第一次封1:r:iJ本J(簡称:11:1ヨ一本J)を
用いている。
(2) 裂錦照氏「説“把"(下)J(W漢詩線認論文集J科学出版社1957年11月 (p.86))に、
“千把口説云“一千左右ヘ{旦不能到一千以上O
と説明されているO
また、「把Jの後ろに、やはり概数を表す「多jが霞かれている例があった。
除述債際当，述落了有千担金様子(第33@)
(3) 注(2)官官掲論文によるO
(吋 『拍案欝奇~ (上海古籍出版社 1982年〉中の「年把」という誌に施された王古魯氏
の注〈巻12 p.212)に、
果活，「把」釣i己之流「有余」之意。
とある9
また、数詞の後に続く場合「把Jと同様、「把jの後ろに「多jがきている例があ
っTこO
不在意里，起来又走了里翠金路。〈第141il)
(5) 例⑤と⑦の場合、「増補斉本Jでは、この「把Jが省略されてしまっているoi}世」
がなくとも大意に影響のないことが拐かである。
(6) 注(2)前掲論文 (p.86)。
(7) i増捕斉本J(士、「在述年盟主七十歩」を「在逮年丞七一1<31Jに:書き換えているO
「把jがおおよそのものをさし、 iIEJが丁度という意味をもつために矛盾に感じ、や
はり概数を表す「来Jvこ書き換えたので、はないかと考えられる。
(8) 注(4)のF拾案驚奇』中の「↑把(人)Jという語に付された王古魯氏の注〈巻19p. 
336) i亡、「ー十両↑jとある。端数をとれないものについては i1.. 2人Jと解釈す
る他はないことが分かる。
(9) この量詞あるいは数詞に続いて概数を表す f把jは、注(4)で挙げたように::E古魯氏
が f拍案驚奇』に「美活jとして注を施しているし、また控(2)の毅錦照氏の論文が、
『需林外史J以降の用例も i{官場現形記}{老残遊記}(海上花列伝》など下江官話系
のものから採っているjことから、「やはりもとは下江官話系のものであるJと考え
られる。(ヲi用部分:呑坂)1員一氏「清末短縮小説のことば一下江宮誌の性格-J W白
話語葉の研究』光生館昭和58年 (p.383))
M)太田辰夫氏「紅楼夢の言語JlJ中国の入大小説』大阪市立大学中国文学研究室編
2jS凡社昭和40年 (p.352)
ω 諸テキスト間の文字の異伺においても「将Jと「把Jが混在していることが明かで
あるO
5長静藷 1'"，取一面大御椀了，翠牛肉堆在御上J(第4回〉
この会話文中の「把Jを、「申一本Jでは、「将Jに書き換えている。また、このすぐ
後の地の文に、次のような、ほぼ開じ文が現れる。
取一面大榔， :fE;Jjs五十斤牛肉都堆在榔上(第4回〉
( 20 ) 
ここでは、は巴」がj私、られており、会話文には「把ム地の文には「将Jといった使
い分けが:意識されていないことが分かる。
~宮間一郎氏「儒外外史のことばJ r人文研究』大阪市立大学文学部紀要第28巻
第 4分間 1976年 (p.254)
(13) 例えば「将Jの動詞としての傾向の強さを示すものとして、次のような例があるO
金有余将若様子p 上了藩j空， ii日::l~!投来。(第 3 回〉
似) 太田辰夫氏『中国語歴史文法J江南審院 1958年 (p.258)
MJ 苓坂JI慎一氏 fl!3i当話雑記J !I白話器哉の研究~ (p.328) 
U6) 太田辰夫氏「北京認の文法特点J f久護福三郎・坂本一郎還踏記念中国研究ー経済
-文学・語学-Jl 1965年 (p.51)
初 現代以前には、多くは「姶Jよりも「与Jが用いられていた。現代のように「姶j
優勢へと、その交代が始まったのは、了度この!if需林外史2や『紅楼夢』の演である
としづ。(番坂顕一氏!日中j冨近世語ノートJ !f白話器紫の研究~ (p.219)による〉
M)紫諮式だけでなく、「与えるjという意味の動詞としても「把jは「姶Jの代わり
に用いられているO
農家小鮪又情情的后汀口 n~了ーや索草的，抱飽四十銭(第47回〉
(19) 注(9)前掲論文 (p.388)によるO
側 fJ寺J('土、策語式{にf吏われる「姶Jr与Jr把Jの3語の中で、最も頻繁に現れる。
しかも、地の文、会話文の両方に用いられているor申一本Jr申二本Jr増補斉本j
の各本が，書き換えたのは、会話文に集中的vこ現れる「拾jではなしこの最も使用頻
度の高い「与JであるO 下江官話の「把Jiこ比べると、この3本の書き換えた「与J
が、話の内容以上のものは伝えてこないことが、ここから明かである。逆にいうと、
この3本の醤き換えは、「把jのもつニュアンスを奪った、突に不確実な書き換えで
あるといえるO
〈筑波大学大学院〉
( 21 ) 
